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<書面の例＞

標準給与月額算定基礎届（標準給与月額の改定）

標
準
給
与
月
額

算
定
基
礎
届

5.6.7月に支払われた給

与月額の総額をその月

数で除して得た額を提

提出いただいた算定基礎届をもとに10月から翌年

9月までの新たな標準給与月額と掛金として適用

注）標準給与月額の改定は、10月以外行いません。

提
出

最初の標準給与月額と掛金額は、加入時に提出の新規加入通知書により決定し、毎年1回(10月)改定し

ます。毎年1回(10月)の改定は、５月～７月に支給された給与月額の総額をその月数で除して得た額を標準

給与月額算定基礎届出により提出いただきます。

その届をもとに、その年の10月から翌年9月までの標準給与月額と掛金額として適用します。

※1 給与月額は、勤務の対価として受ける本給、調整手当、扶養手当及びその他の手当（通勤手当、時間外手当及び臨

時に支給される手当を除く）の合計額のことです。

注）標準給与月額の改定は、10月以外行いません。

 

「５月、６月、７月」欄 

・各月に支払われ

た、本給と調整手

当、扶養手当及びそ

の他の手当（通勤手

当、時間外手当及び

臨時に支給される手

当を除く）の合計を

それぞれの月に記入

してください。 

・支払基礎日数 20

日未満、または支払

がない月は「0」と

記入し、備考欄に理

由を記入。 

「非常勤等」欄 

現在非常勤の場

合☑が印字され

ています。 

変更の場合、右

側の枠内に☑を

記入。 

非常勤等→常勤 

常勤→非常勤等 

「合計」欄 

各月の合計を記入。 

「平均額」欄 

合計額を支払のあっ

た月数で割った額を

記入。（1 円未満は切

捨て） 

退職者が印字されてい

る場合 

退職した加入者は、二

重線で消し、備考欄に

退職年月日等を記入。 

「共済契約者等」 

「加入者氏名」欄  

あらかじめ印字さ

れているところを

変更・訂正する場

合は別途届出必

要。 

「職種番号」欄  

現在の職種番号が

印字されていま

す。 

変更の場合は右側

の枠内に番号(下記

参照)を記入。 


